
令和4年（2022年）２月15日 第199号  （8）

○賛成●反対△退席

※ 会派等とは、公明（座間市公明党）、共産（日本共産党座間市議団）、自民い（自民党・いさま）、大志（ざま
大志会）、無会（会派に属さない議員）のことです。

12 月 定 例 会 の 審 議 結 果

議案
番号

件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否

公

明

共

産

自
民
い

大

志

無

会

64
専決処分の承認について（令和３年度座間

市一般会計補正予算（第９号））
承認 ○ ○ ○ ○ ○

65 令和３年度座間市一般会計補正予算（第１０号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

66 令和３年度座間市一般会計補正予算（第１３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

67
令和３年度座間市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

68
令和３年度座間市介護保険事業特別会計

補正予算（第１号）
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

69
令和３年度座間市後期高齢者医療保険事

業特別会計補正予算（第１号）
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

70 令和３年度座間市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

71
令和３年度座間市公共下水道事業会計補正

予算（第１号）
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

72 座間市都市公園条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ●

73 座間市児童福祉井上基金条例を廃止する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

74
座間市議会議員の議員報酬、費用弁償及び

期末手当に関する条例の一部を改正する条例
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

75
座間市常勤特別職職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

76

座間市職員の給与に関する条例及び座間

市一般職の任期付職員の採用等に関する

条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ● ○ ○ ○

77 令和３年度座間市一般会計補正予算（第１１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

78 令和３年度座間市一般会計補正予算（第１４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

79
令和３年度座間市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号）
原案可決 ○ ● ○ ○ ○

80
令和３年度座間市介護保険事業特別会計

補正予算（第２号）
原案可決 ○ ● ○ ○ ○

81
令和３年度座間市後期高齢者医療保険事

業特別会計補正予算（第２号）
原案可決 ○ ● ○ ○ ○

82 令和３年度座間市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ● ○ ○ ○

83
令和３年度座間市公共下水道事業会計補正

予算（第２号）
原案可決 ○ ● ○ ○ ○

84 令和３年度座間市一般会計補正予算（第１２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

85 令和３年度座間市一般会計補正予算（第１５号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案
番号

件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否

公

明

共

産

自
民
い

大

志

無

会

議提
28

生活保護の級地区分の統合等を行わない

よう強く求める意見書の提出について
否決 ● ○ ● ● ○

議提
29

介護保険施設利用者の負担を増やす補足給付

見直しの撤回を求める意見書の提出について
否決 ● ○ ● ● ○

議提
30

一般会計から自動車安全特別会計への繰

戻しに関する意見書の提出について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
31

ゲノム編集技術応用食品の表示等を求め

る意見書の提出について
否決 ○ ○ ● ● ○

議提
32

精神保健福祉の改善に関する意見書の提

出について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
33

国に私学助成の拡充を求める意見書の提

出について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
34

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見

書の提出について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

陳情
18

加齢性難聴者の補聴器購入に市独自の公

的助成制度の実施を求める陳情
不採択 ● ○ ● ●

◯2
●2

陳情
19

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、

国民のいのちと健康を守るための陳情
不採択 ○ ○ ● ●

◯3
●1

陳情
20

介護施設の人員配置基準の引き上げを求

める意見書の提出を求める陳情
不採択 ● ○ ● ● ○

陳情
21

精神保健福祉の改善に関する陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○

陳情
22

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を

求める意見書の提出を求める陳情
不採択 ● ○ ● ● ○

陳情
23

国に私学助成の拡充を求める意見書の提

出を求める陳情
採択 ○ ○ ○ ○ ○

陳情
24

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見

書の提出を求める陳情
採択 ○ ○ ○ ○ ○

会 派 の 構 成 （ 議 席 番 号 順 ）

座間市公明党 加藤　　学　　伊 藤 多 華　　上 沢 本 尚　　安 田 早 苗

日本共産党座間市議団 星野久美子　　守 谷 浩 一

自民党・いさま
内 藤 幸 男　　清 水　  剛　　髙 波 貴 志　  熊 切 和 人

荻 原 健 司　　竹 田 陽 介　　京 免 康 彦　※吉 田 義 人

ざま大志会 松 橋 淳 郎　　美 濃 口 集　　川 﨑 高 一　　沖 本 浩 二　

会派に属さない議員 須 﨑 友 康　　長 瀨 未 紗　　安海のぞみ　　沖 永 明 久

※議長のため、表決には加わりません。

▽
議
案
第
66

号　

令
和
３
年
度
座

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13

号
）

　

市
長
室
所
管
事
項
、
国
有
提
供

施
設
等
所
在
市
町
村
助
成
交
付
金

に
つ
い
て
「
総
括
質
疑
で
、
施
設

等
所
在
市
町
村
調
整
交
付
金
や
国

有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村
助
成

交
付
金
を
決
定
す
る
際
の
対
象
資

産
の
価
値
が
下
が
っ
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
誰
が
こ
の
調

査
を
し
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑

に
「
総
務
省
が
県
に
算
定
を
依
頼

し
、
そ
の
後
、
県
か
ら
市
に
調
査

の
関
係
に
つ
い
て
依
頼
が
あ
り
、

協
力
し
て
い
る
形
で
す
。
交
付
金

の
決
定
額
に
つ
い
て
も
、
県
か
ら

通
知
が
あ
り
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

健
康
部
所
管
事
項
、
母
子
健
康

包
括
支
援
事
業
費
に
つ
い
て
「
マ

ス
ク
等
の
物
品
を
支
給
す
る
た
め

の
予
算
と
い
う
こ
と
だ
が
、
マ
ス

ク
以
外
の
備
品
は
あ
る
の
か
」
と

の
質
疑
に
「
マ
ス
ク
以
外
に
は
消

毒
薬
が
あ
り
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
部
所
管
事
項
、
障
が
い
者

相
談
支
援
事
業
費
に
つ
い
て
「
総

括
質
疑
で
は
、
成
年
後
見
制
度
報

酬
助
成
金
に
法
人
後
見
は
含
ま
れ

る
が
市
民
後
見
は
含
ま
れ
な
い
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
市
民
後
見

に
つ
い
て
報
酬
等
は
発
生
し
て
い

な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
の
か
」

と
の
質
疑
に
「
令
和
３
年
度
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。
市
民
後
見
は
、

は
な
い
の
か
」
と
の
質
疑
に
「
別

の
収
集
日
を
設
け
る
こ
と
は
現
時

点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
燃
や

す
ご
み
を
収
集
し
て
い
る
と
き

に
、
剪
定
枝
が
あ
る
集
積
場
だ
け

を
狙
っ
て
収
集
に
行
く
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
の
で
、
そ
の
点
を

十
分
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
67

号
、
第
68

号
、
第
69

号
、
第
70

号
、
第
71

号
、
第
78

号

以
上
６
件
は
全
員
賛
成
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
79

号
、
第
80

号
、
第
81

号
、
第
82

号
、
第
83

号
以
上
５
件

は
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
73

号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
21

号
、
第
23

号
、
第
24

号
以
上
３
件
は
、
全
員
賛
成
で
採

択
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
18

号
、
第
19

号
、
第
20

号
以
上
３
件
は
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
72

号
は
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た

（
一
部
委
員
退
席
）
。

▽
陳
情
第
22

号
は
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
し
ま
し
た
（
一
部
委
員

退
席
）
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
複
数
後
見

で
あ
り
、
報
酬
の
申
請
が
あ
っ
た

場
合
は
、
折
半
で
対
応
し
て
い
く

と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
発
生
す

る
と
考
え
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
未
来
部
所
管
事
項
、
保

育
園
費
に
つ
い
て
「
総
括
質
疑
で

は
、
東
原
保
育
園
の
建
て
替
え
に

伴
う
備
品
の
使
い
道
に
つ
い
て
、

使
用
が
可
能
な
も
の
は
ほ
か
の
保

育
園
で
使
用
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
備
品
を
移
管
す
る
保

育
園
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
」
と

の
質
疑
に
「
事
務
机
は
緑
ケ
丘
保

育
園
に
２
台
移
管
し
ま
し
た
。
ピ

ア
ノ
は
ひ
ば
り
が
丘
保
育
園
と
相

武
台
保
育
園
に
１
台
ず
つ
、
扇
風

機
は
ひ
ば
り
が
丘
保
育
園
に
２
台

と
ち
ぐ
さ
保
育
園
に
２
台
、
加
湿

機
は
相
模
が
丘
西
保
育
園
と
栗
原

保
育
園
へ
移
管
し
、
滑
り
台
は
相

武
台
保
育
園
に
移
設
し
ま
し
た
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
経
済
部
所
管
事
項
、
資
源

物
分
別
収
集
実
施
事
業
費
に
つ

い
て
「
集
積
場
に
は
燃
や
す
ご

み
の
日
に
剪
定
枝
が
置
か
れ
て
い

る
が
、
集
積
場
の
ス
ペ
ー
ス
を
分

け
る
等
の
対
応
を
考
え
て
い
る
の

か
」
と
の
質
疑
に
「
現
状
で
は
市

民
の
協
力
も
あ
り
、
剪
定
枝
と
生

ご
み
の
区
分
が
き
ち
ん
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
改
め
て
場
所
を
設
け
る

こ
と
は
考
え
ず
、
現
在
剪
定
枝
の

収
集
を
試
行
実
施
し
て
い
る
の

で
、
見
守
り
な
が
ら
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
「
剪
定
枝
の
収

集
を
別
の
曜
日
に
設
定
す
る
こ
と

6
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す

1212

月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す


